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嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
十
五
日
、
筆
頭
老
中
・
阿
部
伊

勢
守
正
弘
か
ら
「
今
ま
で
大
型
船
の
建
造
を
停
止
し
て
い
た
が
、

現
在
の
情
勢
は
大
船
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
諸
大
名
へ

も
大
船
の
建
造
を
許
可
す
る
。
な
お
、
造
り
方
や
船
数
は
委
細
を

（
幕
府
に
）
伺
っ
て
の
許
可
を
得
る
よ
う
に
」
と
通
達
が
出
さ
れ
、

こ
こ
に
大
船
建
造
禁
止
令
は
解
か
れ
た
。 

 

こ
れ
よ
り
先
の
九
月
五
日
に
浦
賀
奉
行
に
対
し
「
下
田
丸
、
蒼

隼
丸
の
代
船
の
う
ち
一
艘
を
試
み
に
建
造
い
た
し
、
出
来
上
が
っ

た
ら
乗
り
試
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
後
の
建
造
を
命
ず
る
」

と
い
う
通
達
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
八
月
に
「
長
さ
十
八
間
（
三
十

二
・
四
ｍ
）
幅
四
間
半
（
八
・
一
ｍ
）
で
、
大
筒
十
挺
を
備
え
た

軍
船
が
一
艘
四
千
三
百
両
ほ
ど
で
出
来
、
こ
の
大
き
さ
の
軍
船
な

ら
ば
、
異
国
船
が
江
戸
湾
に
入
っ
て
来
て
も
十
分
に
警
備
が
で
き

る
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
認
め
て
欲
し
い
」
と
戸
田
・
井
戸
の
両
奉
行

が
連
名
で
老
中
・
阿
部
に
提
出
し
た
上
申
書
の
答
え
で
あ
っ
た
。 

 

浦
賀
奉
行
所
で
は
七
日
、
建
造
担
当
者
が
選
出
さ
れ
た
。
与
力

か
ら
は
香
山
栄
左
衛
門
・
中
島
三
郎
助
・
田
中
信
吾
・
佐
々
倉
桐

太
郎
の
四
名
。
同
心
は
組
頭
の
斎
藤
太
郎
助
を
は
じ
め
と
し
て
中

田
佳
太
夫
・
田
中
半
右
衛
門
・
春
山
弁
蔵
・
岩
田
平
作
・
田
中
来

助
の
六
名
で
あ
っ
た
。 

 

選
出
さ
れ
た
十
名
に
対
し
、
浦
賀
に
い
た
戸
田
奉
行
は
「
出
来

栄
え
が
よ
け
れ
ば
あ
と
数
艘
建
造
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
出
来

る
限
り
早
く
造
る
よ
う
に
」
と
格
別
の
努
力
を
求
め
た
。
ま
た
「
軍

艦
は
皇
国
開
創
の
事
業
」
で
あ
る
の
で
油
断
な
く
励
ん
で
ほ
し
い

旨
が
言
い
渡
さ
れ
た
。 

 

建
造
場
所
は
奉
行
所
御
用
達
の
船
大
工
・
勘
左
衛
門
が
所
持
す

る
東
浦
賀
・
大
ヶ
谷
の
蛎
ヶ
浦
（
現
東
浦
賀
一
丁
目
）
が
充
て
ら

れ
た
。
し
か
し
、
検
分
し
た
結
果
、
勘
左
衛
門
の
地
所
だ
け
で
は

狭
い
の
で
、
隣
の
「
鯐
漁
」
の
時
に
使
用
す
る
網
船
の
置
き
場
を

借
り
受
け
、
こ
こ
も
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
こ
の
場
所
は
十
数
年
前
ま
で
、
浦
賀
ド
ッ
ク
の
艤
装
岸
壁
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
す
ぐ
近
く
に
流
れ
出
る
長

川
の
河
口
は
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
つ
前
の
咸
臨
丸
が
修
理
の
た
め
に

入
っ
た
日
本
で
最
初
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、



現
在
日
本
が
保
有
す
る
帆
船
日
本
丸
・
海
王
丸
も
こ
こ
で
艤
装
が

行
わ
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
る
と
、
日
本
造
船
史
上
き
わ
め
て
重
要

な
エ
リ
ア
で
あ
る
。 

ま
た
、「
鯐
」
と
は
ボ
ラ
の
幼
魚
の
名
前
で
、
浦
賀
湊
一
面
に
網

を
か
け
、
回
遊
し
て
く
る
「
ボ
ラ
」
を
一
網
打
尽
に
す
る
勇
壮
な

漁
で
、
江
戸
時
代
の
浦
賀
の
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
た
。 

建
造
場
所
は
菱
矢
来
で
囲
わ
れ
、
幕
が
張
ら
れ
、
提
灯
が
建
て

ら
れ
て
一
般
の
人
々
の
出
入
り
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
建
造
に
携
わ
る
人
に
も
厳
重
な
六
項
目
の
注
意
・
禁
止
事
項
が

言
い
渡
さ
れ
た
。
第
一
は
「
火
の
用
心
」
、
と
く
に
「
く
わ
え
キ
セ

ル
」
が
厳
禁
さ
れ
た
。
二
と
三
は
建
造
場
所
へ
の
出
入
り
の
注
意

で
、
諸
職
人
、
人
足
は
腰
に
鑑
札
を
つ
け
て
作
業
を
し
て
お
り
、

退
出
す
る
と
き
は
鑑
札
を
会
所
へ
置
い
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
。
四
つ
目
は
喧
嘩
口
論
の
禁
止
と
作
業
場
で
の
禁
酒
。
五
と
六

は
就
業
時
間
の
こ
と
で
、
作
業
の
開
始
・
昼
食
・
終
業
の
合
図
は

す
べ
て
太
鼓
か
拍
子
木
で
知
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
時
間
は
自
然

の
明
る
さ
が
頼
り
で
、
手
元
が
見
え
る
ま
で
が
基
準
で
あ
っ
た
。 

こ
の
規
則
は
後
の
横
須
賀
製
鉄
所
の
近
代
労
働
時
間
の
先
駆
け

で
あ
っ
た
。 

 

鳳
凰
丸
建
造
工
事
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
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